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５
月
８
日
、
大
韓
民
国 
保
寧
（
ポ

リ
ョ
ン
）
市
役
所
に
て
、
境
町
と
大
韓

民
国 

忠
清
南
道 

保
寧
市
は
、
友
好
関

係
を
増
進
し
、
相
互
交
流
及
び
協
力
を

通
じ
て
、
両
都
市
の
共
同
繫
栄
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、
友
好
都
市

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
寧
ム
ク
ゲ
樹
木
園
に
て
、
桜
の
記
念

植
樹
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
境
町
と
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み
を
中
心
に
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
、
株
式
会
社
ケ
イ
ジ
ェ
イ

シ
ー
代
表
取
締
役　

崔
鍾
植
（
チ
ェ

チ
ョ
ン
シ
ク
）
氏
の
出
身
地
で
あ
り
、

令
和
６
年
10
月
に
、
保
寧
市
に
よ
る
境

町
初
来
町
を
契
機
に
、
両
自
治
体
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、
友
好

関
係
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
境
町
と
保
寧
市
と
の
交
流

を
深
化
し
、
国
際
交
流
の
推
進
を
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
26
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

ホ
ー
ル
Ａ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
、

令
和
８
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
２
，

０
０
０
名
の
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

等
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
①
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長　

林
﨑　

理　

氏
か
ら
「
地
域
創
生
の
先
行
き
～
地
域

未
来
戦
略
と
と
も
に
～
」
に
つ
い
て
、

②
東
海
大
学
教
養
学
部
人
間
環
境
学
科

教
授　

万
城
目　

正
雄　

氏
か
ら
「
人

口
減
少
社
会
に
お
け
る
外
国
人
材
の
確

保
・
育
成
の
実
践
」
に
つ
い
て
、
③
京

都
女
子
大
学
学
長　

竹
安　

栄
子　

氏

か
ら
「
男
女
共
同
参
画
で
地
域
を
元
気

に
～
人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜
く
方
策

～
」
に
つ
い
て
、
及
び
、
「
女
性
模
擬

議
会
の
取
組
～
町
制
施
行
69
年
の
空
白

を
経
て
、
女
性
議
員
の
誕
生
・
新
し
い

風
が
吹
く
町
へ
～
」
講
演
と
、
宮
城
県

蔵
王
町
議
会
議
員
が
登
壇
さ
れ
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

大
韓
民
国 
忠
清
南
道 

保
寧
市
と

友
好
都
市
協
定
を
締
結

令
和
８
年
度

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

議 

会 

活 

動

　

町
村
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重

要
性
や
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。


